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◇
教
区
役
職
者
決
定 

五
月
十
三
日
に
、
教
区
委
員
会
（
旧
基
幹
運
動
推
進
委
員
会
）

が
開
か
れ
、
森
尾
淳
章
教
務
所
長
が
委
員
長
に
就
任
、
副
委
員

長
二
名
と
宗
派
中
央
委
員
会
委
員
（
委
員
か
ら
一
名
）
が
選
出

さ
れ
た
。 

【
教
区
委
員
会
】 

副
委
員
長
：
林 

 

史
樹
（
伏
木
・
要
願
寺
） 

：
濵
野 

信
宏
（
新
湊
・
勝
光
寺) 

【
中
央
委
員
会
委
員
】 

濵
野 

信
宏
（
新
湊
・
勝
光
寺
） 

※
詳
し
く
は
、
今
後
発
行
予
定
の
実
践
運
動
推
進
計
画
書
を

ご
清
覧
く
だ
さ
い 

 

★
各
種
団
体
役
員
改
選 

新
年
度
に
入
り
、
任
期
満
了
を
迎
え
た
各
種
団
体
で
、
役
員

改
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
た
な
役
員
は
次
の
通
り
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

（
敬
称
略
） 

●
高
岡
教
区
講
社
連
盟 

 

会
長 

 

藤
井 

成
正
（
若
神
・
十
三
日
講
） 

 

副
会
長 

松
田 

吉
孝
（
川
上
・
信
楽
講
） 

 
 
 
 
 

宮
長 

晋 

（
射
水
・
二
十
日
講
） 

 

監
事 

 

舘 
 

勇
将
（
水
波
・
里
中
知
徳
講
） 

 
 
 
 
 

鹿
島 

明 

（
砺
波
・
二
十
二
日
講
） 

★
新
し
い
「
領
解
文
」（
浄
土
真
宗
の
み
教
え
） 

 
 
 
 

学
習
会
案
内
状
同
封 

 
 

本
教
区
報
と
同
封
に
て
、
七
月
九
日
（
火
）
午
後
二
時
か
ら

の
標
記
学
習
会
の
ご
案
内
を
お
送
り
し
て
お
り
ま
す
。 

当
日
、
西
本
願
寺
高
岡
会
館
で
ご
出
席
さ
れ
る
方
に
は
、 

『
新
し
い
「
領
解
文
」（
浄
土
真
宗
の
み
教
え
）
ご
消
息
と

解
説
』（
本
願
寺
出
版
社
発
行
）
並
び
に
『
な
ぜ
「
私
の
煩

悩
と
仏
の
さ
と
り
は
本
来
一
つ
ゆ
え
」
な
の
か
』（
総
合
研

究
所
発
行
）
を
お
配
り
し
ま
す
。
配
付
数
を
宗
派
へ
報
告

い
た
し
ま
す
の
で
、
お
電
話
で
の
事
前
申
し
込
み
が
必
要

で
す
。
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

★
「
経
済
セ
ン
サ
ス
基
礎
調
査
」
記
入
注
意
事
項 

総
務
省
統
計
局
よ
り
、
各
ご
寺
院
に
調
査
依
頼
の
あ
り

ま
し
た
「
経
済
セ
ン
サ
ス
基
礎
調
査
」
に
つ
い
て
、
全
日

本
仏
教
会
よ
り
記
入
に
か
か
る
注
意
事
項
の
連
絡
が
あ
り

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

・
調
査
票
の
第
二
面
「
９
事
業
所
の
年
間
総
売
り
上
げ 

 
 

（
収
入
）
金
額
」
へ
の
記
入
に
つ
い
て 

公
益
事
業
以
外
の
事
業
に
か
か
る
収
入
（
駐
車
場
収
入
、 

 
 

借
地
な
ど
）
を
記
入
く
だ
さ
い
。 

※
布
施
、
懇
志
は
含
め
ま
せ
ん
。 

 高
岡
教
区 

 

 

念仏のこころに

生きる生活を 

２０２４ 

６月号 

高岡教区教務所 電話 0766-22-0887 FAX0766-21-5152 

        メール info@takaoka-hongwanji.jp 

西本願寺高岡会館 

永代経法要のご案内 
 

下記の通り高岡会館の永代経を勤めま

す。お誘いあわせてお参りください。 

 

日時：７月１９日（金） 

日中－午前１０時 

逮夜－午後１時半 

 

法話：高岡教区布教団布教大会 
 

日中 

立川  証さん （川上組浄教寺） 

篠島 敏信さん （関野組長楽寺） 

逮夜 

青木 哲隆さん （新湊組覚円寺） 

村上 昂文さん （水波組西養寺） 
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★
指
定
寄
附
金
制
度
に
つ
い
て
資
料
同
封 

 
今
般
、
富
山
県
総
務
課
よ
り
、
指
定
寄
附
金
制
度
に
つ
い
て
案
内
が
あ
り

ま
し
た
た
め
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

本
制
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
六
年
能
登
半
島
地
震
に
お
い
て
滅
失
・

損
壊
し
た
公
益
的
な
施
設
等
の
復
旧
の
た
め
に
、
募
集
す
る
寄
附
金
で
、
所

轄
庁
の
確
認
を
受
け
た
も
の
に
つ
い
て
は
、「
指
定
寄
附
金
」
と
し
て
、
寄

附
者
に
対
す
る
税
制
上
の
優
遇
措
置
が
あ
る
制
度
で
す
。
指
定
寄
附
金
制
度

の
活
用
に
あ
た
っ
て
は
所
轄
庁
へ
の
申
請
と
確
認
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

※
対
象
期
間
は
所
轄
庁
へ
の
申
請
・
確
認
後
か
ら
適
用
と
な
り
ま
す
。 

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
『
令
和
六
年
能
登
半
島
地
震
で
被
災
し
た
宗
教
法

人
に
係
る
指
定
寄
附
金
制
度
の
概
要
・
申
請
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
』
等
の
添
付
書

類
を
ご
参
照
い
た
だ
き
、
ご
不
明
な
点
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
富
山
県
総
務
課

法
規
係
（TEL

：076-444-3150

、MAIL

：soumu@pref.toyama.lg.jp

）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

★
所
轄
庁
へ
の
事
務
備
え
付
け
書
類
提
出
に
つ
い
て 

 

宗
教
法
人
は
、
宗
教
法
人
法
に
よ
り
毎
会
計
年
度
終
了
後
四
か
月
以
内
に
所

轄
庁
へ
事
務
所
備
付
け
書
類
等
の
写
し
を
提
出
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。 

提
出
期
限
は
毎
年
七
月
三
十
一
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。 

（
１
）
提
出
す
る
書
類 

➀ 

役
員
名
簿
（
全
法
人
提
出
） 

名
簿
の
全
頁
を
提
出
す
る
の
で
は
な
く
、
在
任
中
の
役
員
が
記
載
さ

れ
て
い
る
提
出
日
現
在
の
名
簿
と
な
り
ま
す
。 

➁ 

財
産
目
録
（
全
法
人
提
出
） 

➂ 

収
支
計
算
書
（
特
定
の
条
件
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
） 

➃ 

貸
借
対
照
表
（
作
成
し
て
い
る
場
合
に
限
る
） 

➄ 

境
内
建
物
（
財
産
目
録
に
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
を
除
く
）
に
関
す 

る
書
類
（
該
当
法
人
に
限
る
） 

➅ 

事
業
に
関
す
る
書
類
（
宗
教
法
人
法
第
六
条
に
規
定
す
る
事
業
を
行 

う
場
合
に
限
る
） 

（
２
）
提
出
期
間 

 

毎
年
、
会
計
年
度
終
了
後
、
七
月
三
十
一
日
ま
で 

宗
門
の
規
則
に
よ
っ
て
、
会
計
年
度
は
四
月
一
日
か
ら
翌
年
三
月
三 

十
一
日
ま
で
と
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
所
轄
庁
へ
の
提
出
期 

間
は
会
計
年
度
終
了
後
四
か
月
以
内
の
七
月
三
十
一
日
ま
で
と
な
り 

ま
す
。 

※
期
限
ま
で
に
提
出
が
な
い
場
合
、
所
轄
庁
よ
り
催
促
状
の
送
付
が
あ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。 

※
所
轄
庁
か
ら
の
催
促
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
事
務
所
備
付
け
書
類
の
提
出
が

継
続
し
て
な
か
っ
た
場
合
は
、
所
轄
庁
に
お
い
て
不
活
動
宗
教
法
人
と
判

断
さ
れ
、
裁
判
所
に
よ
る
解
散
命
令
も
含
め
た
整
理
の
対
象
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。 

※
提
出
し
な
か
っ
た
場
合
、
代
表
役
員
、
代
表
役
員
代
務
者
等
は
、
十
万
円
以

下
の
過
料
に
処
せ
ら
れ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
提
出
先
で
も
あ
り
ま
す
所
轄
庁
（
富
山
県
総
務
課 

TEL

：076-444
-3150

）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

        

得度習礼講習会・考査のお知らせ 

 

本年度高岡教区における得度講習

会・考査を下記のとおり開催いたし

ます。「得度願」提出予定の方には

講習会・考査受講が、原則、必須と

なっておりますので、ご準備よろし

くお願いいたします。 

尚、申込書類は教務所にございま

す。４０日前（７月１０日（水））

までに申し込みが必要です。 

記 

１．期日 ８月１９日（月） 

～２１日（水） 

※（講習会２日・考査１日） 

２．会場 福光教堂（南砺市福光９７４－２） 

３．定員８名（定員に達し次第締切） 

以 上 
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◇
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
の
コ
ー
ナ
ー 

新
し
い
組
活
動
を
す
す
め
る
た
め
に 

～
高
岡
教
区
委
員
会
委
員
研
修
会
報
告
～ 

二
〇
二
四
年
度
「
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
」
高
岡
教
区
委
員
会
委
員
研
修

が
、
六
月
四
日
、
ウ
イ
ン
グ
ウ
イ
ン
グ
高
岡
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

『
新
し
い
組
活
動
を
す
す
め
る
た
め
に
』
を
テ
ー
マ
に
、
教
区
・
組
の
役
職
者
の

改
選
に
伴
い
新
た
に
就
任
さ
れ
た
教
区
委
員
会
委
員
・
専
門
委
員
会
委
員
・
正
副
組

長
・
正
副
組
主
幹
を
対
象
に
、
こ
れ
か
ら
の
組
活
動
の
あ
り
方
と
可
能
性
を
探
る
こ

と
が
今
回
の
研
修
の
ね
ら
い
で
し
た
。 

岡
西
好
持
教
区
主
幹
に
よ
る
本
年
度
高
岡
教
区
運
動
推
進
計
画
の
概
要
説
明
の

後
、
事
前
に
依
頼
し
た
「
組
活
動
に
関
す
る
意
識
調
査
」
の
集
約
（
三
八
名
分
）
を

も
と
に
、
濵
野
信
宏
教
区
委
員
会
副
委
員
長
・
新
湊
組
組
長
よ
り
問
題
提
起
が
あ
り

ま
し
た
。
人
権
、
非
戦
平
和
問
題
に
向
き
合
わ
な
い
教
学
と
、
差
別
・
犠
牲
の
上
に

成
り
立
つ
教
団
組
織
運
営
を
克
服
す
る
こ
と
。
僧
侶
の
課
題
を
指
摘
す
る
門
信
徒
の

声
を
聴
き
改
め
て
い
く
こ
と
。
賦
課
金
制
度
に
見
ら
れ
る
相
互
監
視
体
制
を
払
拭
す

る
こ
と
な
ど
、
組
活
動
を
進
め
る
う
え
で
大
切
に
す
べ
き
視
座
か
ら
調
査
結
果
の
分

析
と
提
起
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
分
散
会
の
後
、
ご
講
師
の
梯
良
彦
さ
ん
（
一
般
財
団

法
人
同
和
教
育
振
興
会
講
師
団
講
師
・
大
阪
教
区
住
吉
組
元
組
長
）
よ
り
、
組
に
関

わ
る
一
切
の
こ
と
を
一
部
の
寺
院
で
決
め
て
い
た
時
代
か
ら
、
組
長
選
挙
の
実
施
を

き
っ
か
け
に
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
決
め
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
し
、
同
朋
運
動
を
中

心
と
し
た
組
活
動
へ
変
わ
っ
て
い
っ
た
住
吉
組
の
事
例
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
親
鸞
聖
人
の
生
き
方
や
教
え
を
基
準
に
、
一
人
ひ
と
り
が
考
え
、
声
を
上
げ
、

話
し
合
い
、
実
行
す
る
と
い
う
自
主
・
自
律
性
を
大
切
に
し
た
組
活
動
に
し
て
い
く

こ
と
。
組
活
動
と
は
教
団
運
営
そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。
組
活
動
を
通
じ
て
、
親
鸞

聖
人
に
帰
り
、
自
身
を
あ
ら
た
め
、
“
す
ば
ら
し
い
”
（
ま
と
も
な
）
教
団
に
変
え
て

い
く
こ
と
な
ど
、
組
活
動
を
進
め
る
う
え
で
の
基
本
姿
勢
を
示
し
て
下
さ
い
ま
し

た
。 「

組
活
動
を
進
め
る
た
め
に
は
ル
ー
ル
作
り
が
必
要
」
と
の
参
加
者
の
意
見
が
印

象
に
残
り
ま
し
た
。
住
吉
組
の
よ
う
な
取
り
決
め
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
作
れ
な
く
て

も
、
合
意
形
成
の
た
め
の
最
低
限
の
ル
ー
ル
作
り
は
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。
そ
れ
は

一
部
の
者
が
決
め
る
の
で
は
な
く
、
み
ん
な
で
話
し
合
っ
て
決
め
る
ル
ー
ル
で
す
。

そ
れ
は
人
を
縛
る
も
の
で
は
な
く
、
み
ん
な
を
大
切
に
す
る
た
め
の
ル
ー
ル
で
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
、
仏
教
・
浄
土
真
宗
の
教
え
、
阿
弥
陀
如
来
の
願
い

に
生
き
る
お
互
い
に
な
っ
て
い
く
こ
と
が
ル
ー
ル
作
り
の
基
礎
と
な
る
で
し
ょ
う
。 

所
属
す
る
伏
木
組
の
活
動
に
私
が
参
画
し
始
め
た
三
〇
年
前
は
僧
侶
中
心
で
、
組
会

す
ら
開
催
さ
れ
て
お
ら
ず
、
組
活
動
の
基
幹
と
な
る
「
運
動
」
の
理
念
が
共
有
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。「
連
研
」
の
実
施
を
き
っ
か
け
に
、
一
寺
院
の
枠
を
越
え
、

門
信
徒
と
僧
侶
が
社
会
の
諸
問
題
を
共
有
し
、「
運
動
」
の
理
念
に
基
づ
き
、
課
題

克
服
に
向
け
た
活
動
を
進
め
て
き
ま
し
た
。「
連
研
」
が
組
の
活
動
（
運
動
）
の
原

動
力
、
推
進
力
で
あ
り
、
ひ
い
て
は
各
寺
院
や
各
教
化
団
体
活
動
の
自
主
・
自
律
性

を
生
み
出
し
て
い
た
時
代
と
言
っ
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
時
代
は
変
遷
す
る
も
の
で

す
。
現
在
は
、「
一
部
の
人
の
活
動
」「
自
分
の
寺
で
手
一
杯
」
と
の
意
見
に
代
表
さ

れ
る
よ
う
に
、
組
活
動
の
意
義
、
組
の
存
在
価
値
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う

に
も
感
じ
ま
す
。 

組
が
宗
務
行
政
機
関
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
私
は

「
運
動
」
を
推
進
す
る
組
織
と
し
て
の
組
の
機
能
に
期
待
し
て
い
ま
す
。
一
カ
寺
で

は
で
き
な
い
こ
と
、
教
区
で
は
で
き
な
い
こ
と
も
組
で
は
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
財
政
状
況
や
後
継
者
問
題
な
ど
、
将
来
に
不
安
を
覚
え
る
寺
院
が
多
い
の
も
事

実
で
す
。
組
活
動
に
意
識
を
向
け
る
余
裕
が
な
い
と
い
う
僧
侶
も
お
ら
れ
る
で
し
ょ

う
。
各
寺
院
が
抱
え
る
事
情
を
共
有
し
、
ゆ
る
や
か
な
つ
な
が
り
の
な
か
で
支
え
合

う
の
も
組
の
役
割
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
組
を
構
成
し
て
い
る
の
は
寺
院
・
僧
侶

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
門
信
徒
を
は
じ
め
地
域
を
視
野
に
入
れ
な
い
組
活
動
は
あ

り
得
ま
せ
ん
。
今
、
誰
が
ど
の
よ
う
な
悩
み
を
抱
え
て
い
る
の
か
を
直
視
し
、
誰
の

声
を
聴
い
て
何
を
大
切
に
生
き
て
い
く
の
か
を
確
か
め
る
こ
と
も
重
要
だ
と
考
え
ま

す
。
差
別
・
戦
争
、
ま
た
自
然
災
害
で
命
や
住
む
場
所
を
奪
わ
れ
る
、
ま
さ
に
い
の

ち
に
関
わ
る
問
題
を
私
た
ち
の
課
題
と
し
て
受
け
と
め
、
克
服
し
て
い
く
こ
と
を
組

活
動
の
根
底
に
据
え
た
い
と
思
い
ま
す
。 

教
区
・
組
の
役
職
者
は
活
動
（
運
動
）
の
呼
び
か
け
人
で
す
。
教
区
・
組
の
意
義

（
価
値
・
重
要
性
）
を
ど
こ
に
見
出
し
て
い
く
の
か
を
一
人
ひ
と
り
が
考
え
、
話
し

合
う
な
か
で
、
共
に
歩
み
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

【
高
岡
教
区
委
員
会
副
委
員
長
・
伏
木
組
組
長 

林 

史
樹
】 
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【西本願寺高岡会館７月の常例法座】 

ご講師：  石 川 了 英  師 

（富山教区水橋組玉永寺） 

ご講題：『 未 定 』 
 午後１時２０分頃からビデオ上映、

２時からお正信偈六首引のお勤めで

す。どうぞお誘いあわせてお参りくだ

さい。  

   ◇これからの日程（6/14～7/24）◇  

 ６月 教区・財団行事 教化団体・組行事  

 

14 

 

17 

18 

19 

 

20 

22 

24 

25 

26 

27 

７月 

3 

5 

6 

8 

9 

11 

14 

17 

19 

21 

22 

 

24 

常例法座 

ヤスクニ専門委員会 

教材・情報委員会 

減免審査会・常備会 

聖典セミナー 

新賦課制度試案説明会 

全国組長研修会 

 

新賦課制度試案説明会 

新賦課制度試案説明会 

 

 

 

教区会 

 

 

教務所長会 

新しい「領解文」学習会 

矯正教化総会 

常例法座 

 

会館永代経法要 

 

聖典セミナー 

非戦・平和公開学習会 

全国教区会議長会総会 

 

 

仏婦教材委員会 

ビハーラ総会 

 

 

 

まことの保育研修会 

仏婦組織委員会 

 

ビハーラ活動（長寿苑） 

仏婦広報委員会 

 

 

ビハーラサロン 

仏婦真宗入門講座 

 

 

 

 

寺女研修会 

 

仏壮育成研修会 

 

 

     

     

      

    

 

ラジオ放送～西本願寺の時間～ 

『みほとけとともに』 
      北日本放送（ＫＮＢ）・７３８kHz. 

 
□第２・４日曜日（富山・高岡制作）午前 6:00～6:10 
 
 

●７月１４日（日） 

     未   定   

（富山教区） 

 

●７月２８日（日） 

     未   定   

（富山教区） 

 

 

※高岡教区及び富山教区が主催し、北日本放送

（KNB）にて毎週日曜日午前６時から放送してお

ります「西本願寺の時間」は、放送を継続してお

ります。 

また、西本願寺では、動画配信サイトを設置し

法話等を配信しております。ご視聴ください。 

 

https://broadcast.hongwanji.or.jp/ 

  

 
『法輪せんべい』販売について 

お茶菓子やご法事・ご法座の折のお扱いにいかがでし

ょうか。お申し込み先は下記のとおり。 

FAXでのお申し込みも承ります。どうぞご利用下さい。 

一袋二枚入りで価格は次の通り 

・特大箱（１７０袋）１０，０００円 

・１ 組 （１０袋）   ６００円 

お申込み先は・・・高岡市東上関４４６高岡教務所内 

（寺族青年会担当） 

Tel.(050)5587-7708（代表）  

メール hourin18@gmail.com 

非戦・平和公開学習会 

テーマ：「パレスチナ問題とは何か」 

日 時：７月２２日（月）午後７時より 
          詳細は次号教区報にて 

https://broadcast.hongwanji.or.jp/

